
高知南国
道路

南国安芸
道路

高知東部自動車道

事業中

阿南安芸自動車道

安芸道路

奈半利
～
安田

事業中

海部野根道路
事業中

北川道路

(計画段階評価完了)
和田
～
柏木

2-2工区

安倉
～
和田

1工区

直轄権限代行区間

野根安倉道路
事業中
(県)

窪川佐賀道路

事業中

中村宿毛道路

事業中

大方四万十
道路

(計画段階評価完了)

片坂
バイパス

佐賀大方道路

越知道路
高知西バイパス

高知松山自動車道

鎌田～波川バイパス区間

計画段階評価中

いの～越知

四国横断自動車道

E55

E55

E56E32

南国安芸道路
（高知龍馬空港IC～香南のいちIC）

令和７年春頃
開通予定

令和５年度開通予定
※総延⾧4kmのうち3.4km

事業中

暫定２車線区間の４車線化
優先整備区間

「高速道路における安全・安心基本計画」
において選定

２工区

調査中

宿毛和田
～

宿毛新港

都市計画決定済事業中
（令和４年度事業化）

宿毛内海道路
（宿毛新港～一本松）

奈半利安芸道路
（安田～安芸）

事業中
（令和４年度事業化）

早期事業化
（宿毛和田～宿毛新港）

早期事業化
（奈半利～安田）
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四国８の字ネットワーク整備率

高知県 61％
※R5.4.1時点

（四国 76％）

四国８の字ネットワーク着手率

高知県 96％
※R5.4.1時点

高知県の道路整備状況 道全協こうち

【提言項目】

一、四国８の字ネットワーク未事業化区間の早期事業化
・四国横断自動車道（宿毛和田～宿毛新港）、阿南安芸自動車道（奈半利～安田）

一、防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策に必要な予算・財源
をこれまでのペースを緩めることなく、例年以上の規模で確保し、計画的
に事業を推進すること
また、改正国土強靱化基本法を踏まえ、対策期間完了後も、国土強靱化
に必要な予算・財源を通常予算とは別枠で確保して、継続的・安定的に
取り組むこと

一、高規格道路のミッシングリンクの解消、四車線化とダブルネットワークの
構築及び開通予定時期の早期公表

P1

まきのさんの道の駅・佐川
令和５年６月25日開駅

国道33号越知道路（２工区）
バイパス区間

令和５年６月10日開通

■凡例

高知県の道路（国道以上）

:高規格道路
（開通済み・４車線）
:高規格道路
（開通済み・２車線）
:高規格道路
（事業中区間）

:直轄国道
:補助国道

:高規格道路
（調査中区間）

:主なIC、JCT
※事業中区間のICの名称は一部仮称

:重要港湾

高知県

■四国８の字ネットワーク

ミッシングリンク

ミッシングリンク

E55
E56

E32

E11

E11

事業中



予算の安定確保による道路整備推進 道全協こうち

ミッシングリンクの解消・ダブルネットワークの構築、「命の道」の整備により地域の防災力を高め、経済活動を支える予算の
安定確保 P2

道全協こうち

８の字ネットワーク整備による2時間圏域の増加

高速道路の延伸を見据えたまちづくり（県西部）

県東西の観光地まで

2時間でアクセス

※出典:R3県外観光客入込・動態調査報告書
(高知県観光政策課）

■交通機関別観光客の推移

９割が
自動車を利用

四万十市

四万十川でのカヌー体験１

道路事業に関する予算配分額の推移

ミッシングリンクの解消・ダブルネットワークの構築

豪雨による土砂崩れ（台風４号）

国道56号中土佐町久礼（令和４年７月）

久礼湾

中土佐町役場

被災箇所

ダブルネットワークの構築

地域間交通を維持四万十町方面

須崎市方面

須崎市方面

中土佐町

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

平均
110億円

平均
160億円

３か年緊急対策 120億円
５か年加速化対策 168億円

［配分額の推移（県＋市町村事業）］

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

※R2・R3・R4補正措置された5か年加速化対策の予算は、次年度に計上。

■ ５か年市町村

■ ５か年 県

■ ３か年市町村

■ ３か年 県

■ 市町村 当初

■ 県 当初

香南のいちIC

高知龍馬空港IC方面

黒潮上川口IC方面

黒潮拳ノ川IC方面
窪川佐賀道路（佐賀工区）

佐賀大方道路

５か年加速化対策予算の確保と
対策期間完了後も予算・財源の別枠確保と
継続的・安定的に取り組むことが不可欠

１



予算の安定確保による道路整備推進 道全協こうち

高規格道路の整備により、地域の取り組みを後押し予算の
安定確保 P3

【安芸圏域】

【中央圏域】

あき総合病院
・圏域唯一の分娩取扱施設
・二次周産期医療提供施設

高知医療センター

東洋町

②
①

高知大学医学部附属病院

・一次周産期医療提供施設 10施設
※健康診査のみを取扱う病院・診療所を除く

・二次周産期医療提供施設 3施設
・三次周産期医療提供施設 2施設

ＪＡ高知病院

８の字ネットワーク整備による子育て環境の改善

■国道55号の課題

事故等により
たびたび渋滞が発生

国道55号安芸市西浜（令和３年12月） 完成後現在

約50分 10分短縮

約40分

完成後現在

約110分
60分短縮

約50分

: ８の字ﾈｯﾄﾜｰｸ（整備済区間）

: ８の字ﾈｯﾄﾜｰｸ（事業中区間）

: 直轄国道
:
: 周産期医療提供施設

（二次、三次）

補助国道

: 主なＩＣ

: ８の字ﾈｯﾄﾜｰｸ（未事業化区間）

圏域外受療
71%

■産科・産婦人科の
受療動向（外来患者）

圏域内受療
29%

7割を超える患者が
中央圏域で受療

※出典 第７期高知県保健医療計画

②あき総合病院⇔東洋町①高知医療センター⇔あき総合病院

高速道路の延伸を見据えたまちづくり（県東部）

E55 阿南安芸自動車道
「奈半利～安田」ルート帯

IC検討位置

田野中学校

中芸高校

田野町役場

中芸消防
田野病院

道の駅「田野駅屋」

津波浸水想定区域

国道

56

至 安田 至 奈半利

田野駅屋20周年記念イベント（R5.7.2）

防災機能を有する
「道の駅」へ強化・拡張
●令和５年度:基本計画の策定に着手

国道３３号の整備促進

・大規模災害時に救急搬送を力強く支える「命の道」
・沿線地域の観光拠点への円滑な輸送を担う幹線道路

高知市と松山市を結ぶ国道33号は･･･

高知松山自動車道(いの～越知) 高知西バイパス

Ｒ３全線開通計画段階評価実施中

E56

56

33

異常気象時通行規制区間

整備中

越知道路２工区

「5か年加速化対策」の
活用により事業進捗

バイパス区間

Ｒ5.6.10開通

現道区間

直轄国道

補助国道（県管理）

主要地方道

直轄国道（整備中）

四国横断自動車道

落石・崩壊危険個所(1～5箇所)
※H30道路防災点検結果に基づく

直轄国道（整備済）
洪水浸水想定区域(計画規模)
※H28仁淀川

■整備が進む国道３３号

１

２

３

１ 仁淀川町橘地区

旧道

松山市方面

橘防災 Ｒ2.1開通

３

現道

高知市方面

松山市方面

いの町波川地区

高知西バイパス
Ｒ３.12全線開通

高知市方面

現道

越知町越知丙地区
松山市方面

越知道路２工区
(バイパス区間)Ｒ5.6開通

２

地域の観光資源を活かした取組み

四国最大級の海上アスレチック（白浜海岸）

まきのさんの道の駅・佐川

観光拠点整備・越知キャニオニング・仁淀川

Ｒ5.6.25開駅
※出典 県外観光客入込・動態調査報告書、高知県観光政策課提供資料

■コロナ禍からの回復
●国道33号沿線主要観光施設（７施設）利用状況

R１ R２ R３ R４ R５

17.9万人

12.3万人 12.6万人

15.7万人

H27

16.4万人

令和５年４～６月
累計利用者数（速報値）

前年比 約1.6倍

★:道路開通時期
H28.3 高知西BP（枝川～鎌田）
R 2.1    橘防災
R 3.12 高知西BP（全線）
R 5.6 越知道路2工区（バイパス区間）

８の字整備

ダブルネットワークの構築

定時性・速達性の向上

子育て環境の向上

開幕と同時に
約２千人が押し寄せる盛況ぶり

仁淀川町内の全線、越知町内の約８割が規制区間
※ 国道33号越知町～仁淀川町の災害に対する

脆弱区間については、防災機能向上や
幹線道路の機能強化等に係る調査を進める


